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 ヒトの寿命は 80 年か 90 年です。そう考えると長い

ようにも思えますが、日数にすると約三万日です。そ

のうち約 3 分の 1 は眠っています。ヒトが一生のうち

に起きて「何らかの活動をしている日数」は約二万日

ということです。短いと思いませんか？ 
 私がこの「人生の短さ」に気づいたのは、40 歳を過

ぎた頃です。（現在は 58 歳です！）ヒトの人生がわず

か三万日しかないということに気づいてからは、一日

の使い方が変わってきたような気がします。一日無駄

にすると、人生の 30000 分の 1 を無駄にする・・・と

いう意識が生まれました。「今日も何かしなきゃ！」

「明日も、明後日も何かしなきゃ！」とずっと焦り続

けているような気もします。 

 
 「日々の理科」の配信を始めたのは、2014 年 6 月

12 日でした。最初は、同じ職場や附属学校園の理科の

仲間---いわば「身内」だけの情報共有のつもりで、気

軽に始めたものです。もちろん、こんなに何千回も続

けるとは、夢にも思っていませんでした。しかし、「気

づくと」創刊 3000 回になっていました。 

 きっかけは２つあります。一つはもともと 22 年前

から配信をしていた「毎朝お届けする水彩画」という

メールマガジンです。一日およそ一枚の水彩画（はが

きサイズが多いですが・・・）を、複数の配信システ

ムから、約 8000 人の方々に配信を続けています。内

容はともかく、22 年間 1 回も欠刊はありません。も

ともと、自分が何かに感動したら、それを他者に伝え

たいという気持ちが、私は非常に強いのだと思います。 
もう一つは、露木和男先生が配信されている「毎日

の理科」の存在です。筑波大学附属小学校に奉職され

ていた現役の時代から、早稲田の教授になられてから

も、それを辞職されてからも、ほぼ休まずに配信をさ

れています。すでに 4677 号を数えていて、絶対に追

いつくことはできません。 
 私の「日々の理科」（通称ヒビリカ）は、理科と関

係のない内容も多いのですが、とりあえず、ほぼ毎日

配信を続けています。その結果、「日々の理科」の内

容を再構成して、雑誌（東洋館出版社「理科の教育」）

の記事「教材研究一直線」をすでに 64 回連載させて

いただいています。その一部は、辻健先生（筑波大学

附属小学校）と共著で、「理科は教材研究がすべて」（東

洋館出版社）から出版することもできました。 
 内容はともかく、3000 回、休まずに配信するのは、

大変な時もあります。新幹線の中で原稿を書いたり、

東上線の車内でカバンにノートパソコンを置いて書

いたこともあります。水彩画も同じですが、一番大変

なのは、実は「ネタ集め」です。私の場合「何かヒビ

リカに載せるネタはないかな？」と、いつも犬のよう

に嗅ぎまわっています。ちょっとした「発見」や「変

化」、実践上の「気づき」などがあれば、すぐに写真

を撮り、メモを残すクセがついてしまいました。私は

この行動様式を「ヒビリカ根性」と呼んでいます。 
 この「ヒビリカ根性」は、時に新しい教材開発や、

新しい指導法の考案につながることもあります。大学

で理科教育の講義をする時は、学生さんに「日常生活

の中で常に犬のように教材研究をしなさい」と偉そう

に話していますが、私の「ヒビリカ根性」は、まさし

く日々そういう営みの連続です。 
 何事も「始めるのは簡単、やめるのは困難」です。

「3000 号まで続けたのだからもうやめようか」とも

思うし、「3000 号続けられたのだから、4000 号まで

いけるかな？」とも思います。さてどうしましょう。 


